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「“カフェ型”ヘルスコミュニケーションにおける

学びとは？ ～越境・対話・変容～」

昨今「◯◯カフェ」という対話活動を様々な形で聞くようになった。こうした”カ
フェ”活動は、90年代にフランスやイギリスではじまった「哲学カフェ」や「サイエ
ンスカフェ」を源流としている。演者は2010年より、サードプレイスにおいて市民・
患者と医療多職種が参加し健康や医療をめぐるテーマで対話を行う「みんくるカ
フェ」というヘルスコミュニケーション活動を始めた。

ここでは、単に専門家が非専門家へ教育するのではなく、ヘルスプロモーション・終
末期ケア・介護など一義的解のないテーマについて、参加者が様々な視点を持ち寄
り対話を行うことで、多義的な学びが起こっていると考えられる。こうした活動は、地
域基盤型活動として行うことにより、単なる学びの場としてのみならず、地域の健康
問題を解決する新しい手法としての可能性も有している。今回、この”カフェ型”ヘル
スコミュニケーションの特徴を「越境」、「変容」といったキーワードで分析しつつ、この
手法による新しい市民教育や医療者教育としての可能性も探ってみたい。


